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2 大腸菌と腸球菌 00FU/100mL 
3 アエロモナス 1000 OFU/100 mL以下
4 22"0における形成集落数 100 OFU/100 mL以下















































以上のような問題点を解決する指標の一つが障害調整生存年数 (D白ab出ty-adjus飴dLife Years : DALY s)
である。 DALYsは、特定の疾病要因による異なった健康影響をそれぞ、れ割面して統合する、または異なる
要因の影響を比較するための共通の指標になりうるものである 13，15)。
DALYsは、早期死亡によって失われた生存年数(YearsofLife Lost : YLL)と、障害をもって生存する年









YLD= LNム~j (3) 
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